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▲大ホールの骨組みが完了、今秋完成をめざす市民文化センター（昨年12月、折居台）
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封
）
は
、
展
示
室
、
収
蔵
庫
の
他
、

研
究
機
能
を
も
つ
建
物
で
、
展
示

室
は
第
一
・
第
二
展
示
室
か
ら
な

り
、
作
品
内
容
に
よ
っ
て
使
い
分

け
、
一
体
的
に
扱
う
こ
と
も
で
き

未
丁
。

中
央
公
民
館
（
約
千
二
百
平
方

μ
）
は
、
展
示
・
集
会
室
、
実
習

室
、
心
一
議
室
、
保
育
室
か
備
え
、

公
民
館
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
す
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館
（
約
千
七
百
平
方

μ
）
は
、
一
般
開
架
室
、
青
少
年

・
児
童
開
架
室
、
視
聴
覚
室
、
集

会
室
な
ど
で
構
成
。
ま
た
、
市
民

市民の心・立場を大切に

池本市長が年頭訓示1月4日

仕
事
始
め
の
一
月
四
日
、
池
本

市
長
は
恒
例
の
年
頭
訓
示
か
仔
い

ま
し
た
。

職
員
三
百
五
十
人
公
剛
に
市
長

は
「
住
民
福
祉
の
向
上
宝
ツ
ず

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
創
意

工
夫
が
必
要
で
あ
る
」
と
話
す
と

と
も
に
「
民
主
的
か
つ
能
率
的
な

行
政
運
営
を
進
め
る
に
は
、
確
固

た
る
倫
理
感
と
貴
任
感
を
も
つ
こ

と
が
不
可
決
で
あ
り
、
市
民
の
立

場
、
市
民
の
心
皐
〈
切
に
し
て
業

務
に
当
る
ぶ
つ
に
」
と
訓
示
。
市

政
発
展
の
た
め
一
層
の
努
力
か
求

め
ま
し
た
。
（
写
真
は
、
訓
示
を

行
ヶ
池
本
市
長
、
一
月
四
日
、
新

庁
舎
で
）
。
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市
で
は
、
立
ち
遅
れ
て
い
た
都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
た
め
実
施
計
画
を
策
定
。
一

「
新
し
い
ふ
る
さ
と
宇
治
市
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
着
実
に
歩
ん
で
い
ま
す
。
な
か
一

で
も
、
市
民
文
化
の
拠
点
で
あ
る
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
教
育
環
境
の
改
善
へ
広
野

中
学
校
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
斎
場
の
建
設
を
三
大
重
点
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
三
事
業
と
も
順
調
に
す
す
み
、
広
野

中
学
校
と
斎
場
は
今
年
三
月
末
の
完
成
に
む
け
て
急
ピ
ッ
チ
。
ま
た
、
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
は
大
ホ
ー
ル
の
骨
組
み
も
で
き
上
り
、
今
秋
に
は
市
民
の
文
化
こ
云
術
の
殿

堂
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

骨
組
み
終
わ
り
威
容
見
せ
る

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
太
陽

が
丘
の
向
か
い
側
折
居
台
に
建
設

中
で
、
文
化
会
館
、
歴
史
資
料
館
、

中
央
公
民
館
、
中
央
図
書
館
を
備

え
た
複
合
施
設
で
す
。

現
在
、
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の

骨
組
み
も
終
わ
り
、
そ
の
威
容
を

見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
資

料
館
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書

館
の
工
事
も
予
定
ど
お
り
す
す
み
、

全
体
で
三
〇
％
強
の
工
事
が
進
行

し
て
い
求
了
。

文
化
会
館
（
約
七
千
四
百
平
方

む
）
は
、
千
三
百
八
席
の
大
ホ
ー

ル
と
四
百
六
席
の
小
ホ
ー
ル
、
リ

ハ
ー
サ
ル
室
、
練
習
室
、
楽
屋
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

歴
史
資
料
館
（
約
千
三
百
平
方

が
知
り
た
い
と
望
む
情
報
か
退
蔵

す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
室
を
設
け
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
ラ
な
施
設
を
備
え
た
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
の
文

化
・
芸
術
の
拠
点
と
し
て
今
年
秋

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

市
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を

卜
自
然
と
調
和
し
、
左
に
葬
祭
棟
、
中
央
に
火
葬
棟
、

右
に
待
合
棟
を
備
え
た
斎
場
（
昨
年
1
2
月
、
宇
治

金
井
戸
）

契
機
に
市
民
文
化
活
動
の
充
実
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
牛
活

に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
施

設
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

4
月
オ
ー
プ
ン
へ
急
ピ
ッ
チ

広
野
中
学
校
・
斎
場別

教
室
九
、
技
術
棟
、
体
育
館
を

備
え
て
い
毒
了
。
四
月
に
は
、
大

久
保
小
学
校
区
と
大
開
小
学
校
区

の
う
ち
崇
落
中
学
校
に
通
ラ
生

徒
と
、
新
校
区
の
新
一
年
生
、
合

計
土
ハ
タ
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
す
る

予
定
で
す
。
一
方
、
市
営
火
葬
場

▲4月開校へ工事がすすむ広野中学校（昨年12月、広野町尖山）

の
老
朽
化
に
伴
い
。
宇
治
金
井
戸

に
建
設
を
す
す
め
て
い
ま
す
斎
場

は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す

る
建
物
で
、
そ
の
荘
厳
な
姿
か
見

せ
は
じ
め
ま
し
た
。

斎
場
は
、
鉄
筋
平
家
建
（
約
二

千
平
方
μ
）
で
、
告
別
室
（
二
室
）
、

炉
前
ホ
ー
ル
、
火
葬
炉
（
五
基
）
、

拾
骨
室
（
二
室
）
か
ら
な
忌
ハ
葬

棟
、
葬
祭
場
と
葬
祭
場
ホ
ー
ル
が

あ
る
葬
祭
棟
、
待
合
室
（
和
室
三

室
）
と
ロ
ビ
ー
の
待
｛
掻
の
三
棟

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
ぼ
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

三
月
末
に
は
周
囲
の
自
然
と
調
和

し
た
た
た
ず
ま
い
の
斎
場
が
完
成

す
る
予
定
で
す
。

教
育
委
員
長
に

古
池
さ
ん
を
再
任

宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
十
二

月
定
例
会
で
教
育
委
員
長
に
古
池

二
巳
雄
さ
ん
（
六
土
ハ
歳
）
を
再

任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
職
務
代
理
者
に
は
、

宮
城
宏
六
λ
（
五
十
五
歳
）
か
逗

任
し
ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
七
Ｅ

か
ら
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十

六
日
ま
で
の
一
年
で
す
。

すすむ三大事業 市民文化センター

広野中学校

斎場
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水
質
対
策
安
定
供
給
へ
の
将
来
像
も
検
討

水
道
料
2
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要
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市
水
道
部
で
は
、
水
道
事
業
会
計
の
五
十
七
年
度
決
算
見
込
み
に
よ
る
累
積
赤
字
が
約
三
億
円
に
達
す
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1
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る
こ
と
や
、
府
営
山
城
水
道
の
原
水
単
価
の
引
き
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
六
月
に
設
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置
し
た
水
道
事
業
懇
談
会
に
水
道
事
業
の
経
営
の
あ
り
方
、
将
来
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
諮
問
。
同
懇
談
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会
で
は
、
十
一
月
末
に
、
「
五
十
九
年
度
か
ら
約
二
九
％
の
水
道
料
金
値
上
げ
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
」
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な
ど
を
骨
子
と
し
た
「
市
水
道
事
業
の
供
給
及
び
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
」
を
市
水
道
事
業
管
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理
者
に
答
申
し
ま
し
た
。

知
識
経
験
者
と
市
民
代
表
十
人

か
ら
な
る
同
懇
談
会
で
は
、
昨
年

六
月
か
ら
八
回
に
わ
た
る
分
析
と

審
議
を
し
た
結
果
、
今
回
の
提
言

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

提
言
で
は
、
全
国
的
な
動
向
を

ふ
ま
え
、
大
き
な
財
政
負
担
を
と

も
な
う
拡
張
事
業
だ
け
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市
民
に
と

っ
て
関
心
の
高
い
水
質
問
題
を
重

視
、
安
定
し
た
水
量
と
安
全
な
水

質
か
蒋
来
に
わ
た
っ
て
保
障
す
る

た
め
、
市
民
の
立
場
か
ら
の
具
体

そ
こ
で
、
こ
の
提
言
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
、
今

後
の
水
道
事
業
奪
手
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

経
営
状
態
と

赤
字
の
原
因

市
の
水
道
事
業
は
、
京
都
府
山

城
水
道
の
受
水
費
の
値
上
げ
と
、

宇
治
浄
水
場
の
拡
張
工
事
を
中
心

と
す
る
第
四
次
拡
張
事
業
に
よ
る

ト
住
友
市
水
道
事
業
懇
談
会
会
長
（
右
）
か
ら
答
申
を
受
け
る
中
本
市
水
道

事
業
管
理
者
（
5
8
年
Ｈ
月
3
0
日
）

諸
経
費
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、

五
十
四
年
十
一
月
か
ら
総
平
均
二

三
・
六
％
の
料
金
改
定
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
十
七

年
度
決
算
額
で
は
単
年
度
亘
億

一
千
二
百
九
十
万
円
の
赤
字
と
な

り
、
累
積
欠
損
金
で
二
億
八
千
三

百
四
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
さ
ら
に
一
億
二
千
四
百

四
十
万
円
の
赤
字
が
見
込
次
れ
、

累
積
欠
損
金
は
四
億
七
百
八
十
万

円
に
も
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
厳

し
い
経
営
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

累
積
欠
損
金
の
要
因
と
し
て
、

▽
拡
張
事
業
な
ど
に
よ
る
支
払
利

息
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
増
加
▽

冷
夏
、
節
水
に
よ
る
使
用
水
量
の

鈍
化
▽
府
営
水
道
受
水
単
価
、
電

力
料
金
の
改
定
に
よ
る
支
出
増
加

▽
物
件
費
な
盈
鰹
費
の
増
加
が

考
え
ら
元
未
了
。

な
お
、
五
十
七
年
度
の
給
水
原

価
の
構
成
比
は
、
受
水
費
三
一
・

九
％
、
人
件
費
一
九
・
盲
、
支

払
利
息
一
六
・
四
％
、
減
価
償
却

費
一
三
・
九
§
、
そ
の
他
の
費
用

一
八
・
七
§
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
債
に
つ
い
て
は
す

べ
て
政
府
資
金
で
あ
り
、
低
利
債

借
り
入
れ
の
努
力
は
認
め
身
笛

す
か
、
償
還
期
限
の
延
伸
や
利
子

の
引
き
下
げ
、
補
助
金
導
入
に
つ

い
て
の
努
力
が
〈
祓
と
も
必
要
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

企
業
努
力
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
強
化

五
十
七
年
度
の
有
収
率
が
八
八

・
九
四
％
に
も
達
し
、
職
員
一
人

当
り
の
給
水
人
口
も
二
土
八
百
六

十
二
人
と
多
く
、
他
都
市
と
比
べ

て
三
〇
％
も
省
力
化
が
実
現
し
て

お
り
、
業
務
努
力
は
大
き
な
成
果

を
収
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
主
な
企
業
努
力
と
し
て

は
、
水
道
検
査
体
制
の
充
実
化
、

電
算
機
導
入
、
組
織
の
再
編
成
、

庁
舎
新
設
に
よ
る
業
務
一
推
進
の
近

代
化
が
着
実
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
民
サ
ー
ピ
ス
向
上
を

目
的
と
し
た
企
業
努
力
と
し
て
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化
を
ほ
じ

め
、
平
常
時
・
災
害
時
別
広
報
シ

ス
テ
ム
の
具
体
化
な
ど
、
可
能
な

も
の
は
現
時
点
か
ら
で
も
着
手
し

て
い
く
積
極
性
が
必
要
で
す
。

当
面
の
課
題
と

市
水
道
の
将
来
像

市
の
水
道
事
業
は
、
五
十
七
年

度
末
の
給
水
人
口
が
十
五
万
七
千

七
十
四
人
、
普
及
率
九
八
・
八
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
全
国
的
な
動
向

と
し
て
。
普
及
率
の
向
上
を
目
標

と
す
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け

て
安
定
し
た
水
量
の
確
保
と
安
全

な
水
質
の
確
保
を
目
標
と
す
る
こ

と
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
背
景
か
ぷ
ま
え
た
場

合
、
府
営
水
道
を
中
心
に
、
南
部

山
城
地
域
の
広
域
水
道
の
一
員
と

し
て
の
安
定
し
た
水
道
が
将
来
像

と
し
て
考
え
身
な
ヂ
。

水
質
問
題
で
は
、
琵
琶
湖
、
天

ケ
瀬
ダ
ム
の
汚
染
対
策
と
し
て
、

水
質
監
視
体
制
の
強
化
と
水
質
基

準
に
か
か
わ
る
全
項
目
検
査
体
制

の
確
立
、
管
の
老
朽
化
に
伴
ラ
赤

水
な
ど
の
対
策
と
し
て
老
朽
管
の

布
設
替
え
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
渇
水
・
地
震
な
ど
の

緊
急
時
に
対
応
す
る
計
画
な
ど
の

確
立
が
必
要
で
す
。

経
営
の
健
全
化
に

向
け
て

ふ
礒
も
市
民
へ
の
安
定
供
給
を

保
障
す
る
た
め
に
経
営
健
令
花
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
ず
。

こ
の
た
め
、
▽
施
設
建
設
は
計

画
的
に
行
い
適
正
投
資
に
努
め
る

こ
と
▽
五
十
七
年
度
ま
で
の
累
積

欠
損
金
は
会
計
処
理
で
消
し
、
料

金
値
上
げ
に
よ
る
市
民
負
担
の
軽

減
を
図
る
マ
府
営
水
道
の
受
水
単

価
の
引
政
王
げ
が
予
想
さ
れ
る
中

で
、
五
十
九
年
度
か
皇
〈
十
一
年

度
ま
で
の
料
金
原
価
と
現
行
料
金

収
入
と
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

た
め
、
約
二
九
％
の
料
金
値
上
げ

が
五
十
九
年
度
か
ら
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
期
的
に
市
水
道
事
業

麗
荼
化
し
で
い
く
た
め
に
は
、

六
十
三
年
度
以
降
に
再
度
料
金
値

上
げ
が
必
要
で
す
。
い
毒
か
ら
長

期
的
財
政
計
画
確
立
の
た
め
の
作

業
に
篁
手
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

寒
さ
の
き
び
し
い
今
日
こ
の
ご

ろ
、
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は

か
ら
「
お

｀茶なあ

神ｔはり

ま
せ
ん
か
。
古
く

風
邪
に
よ
い
」
と

風
邪
に
よ
い
」
と

さ
ま
や
お
地
蔵
さ

か
ぜ
せ
き
え
て
、
風
邪
や
咳

言
わ
れ
て
、
神
さ
ま
ｔ

ち
ゃ
そ
な
ま
に
お
茶
を
供
え
て
、

う
ゆ
は
、
「
入
梅
の

せ
ん
を
煎
じ
る
と
、

れ
に
Ｉ
Ｈ
ｉ
－
Ｍ
し
に
パ

の
う
に
ん
ぱ
し
ち
か
大
坂
城
の
洒
南
’
ｍ
＜
橋
の
近

く
に
は
、
「
茶
の
湯
地
蔵
？
Ｗ
あ

り
ま
し
た
し
、
む
か
し
の
書
物
に

が
な
お
る
よ
う
に
祈
願
す
る
な
ら

わ
し
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
行
わ

む
か
し
の
書
物
に

あ
ま
み
ず
ち
ゃ
雨
水
を
う
け
て
茶

じ
ゃ
き
は
ら
邪
気
を
払
う
」
と

い
う
マ
ジ
ナ
イ
が
行
わ
れ
て
い
た

お茶にまつわる言い伝え

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年

ち
や
け
っ
あ
つ
さ
で
は
、
お
茶
に
。
は
血
圧
を
下
げ
る

効
果
や
制
ガ
ン
。
効
果
が
あ
る
と
言

ま
っ
ち
ゃ
と
ぅ
に
ぶ
う
ぴ
ょ
う
わ
れ
、
と
く
に
抹
茶
は
、
糖
尿
病

に
良
い
と
い
う
研
究
成
果
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
茶
が
く
す
り
で
あ
る
と
意
識

さ
れ
て
い
た
む
か
し
は
、
多
く
の

い
ぇ
か
き
に
わ
ち
ゃ
き
そ
だ
家
の
垣
や
庭
に
、
茶
の
木
が
育
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
。
と
こ
ろ
が
。

ち
ゃ
き
い
し
ょ
く
「
茶
の
木
は
移
植
で
き
な
い
も
の

だ
」
と
儲
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、

苗
木
を
植
え
れ
ば
枯
れ
て
し
ま
う

も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
茶
の
木
を

植
え
る
と
、
そ
の
年
の
う
ち
に
よ

27

く
な
い
こ
と
が
起
こ
る
」
、
「
そ
の

茶
を
摘
む
こ
ろ
、
主
人
が
亡
く
な

る
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
迷
信
が

伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

う
じ
ふ
る
ち
ゃ
え
ん
だ
か
ら
、
宇
治
で
も
古
い
茶
園
は
、

た
ね
ま
そ
だ
み
し
ょ
う
ち
ゃ
え
ん
種
を
播
い
て
育
て
た
実
生
茶
園
で
、

剱
く
の
殿
肌
が
瀞
じ
っ
て
い
ま
す
・

一
つ
の
品
種
ば
か
り
を
育
て
た

「
品
種
園
」
を
つ
く
る
よ
う
に
な

す
う
じ
4
う
ね
ん
い
ぜ
ん
つ
た
の
は
、
数
十
年
以
前
か
ら
の

こ
と
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
茶
の
花
が
、
た

さ
と
し
ゅ
き
お
お
く
さ
ん
咲
い
た
年
は
雪
が
多
い
」

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
う
じ
こ
の
言
い
伝
え
は
宇
治
だ
け
で
な

く
、
全

り
、
「
花？国1

がに

とそ

いううに

と咲1こく

う
な
年
は
、

ぷ
ん
ぷ
ひ
ろ
く
分
布
し
て
お

し
た
む
お
も

ろ年ｔ下

もはを

剣ｈ大1向

い
て
、
重
た

雪
に
な
る
」

豊
年
に
な
る
と
も

く
、
そ
の
よ

な
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

とくｎ言い伸・三は

いび番ズた
伝Ｚた茶々｀

は
な
り
ぶ
う
花
の
量
や

ｔの脚
芽・単
が県2

の
ぺ
5
で
は
ヽ

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
ん
も
よ
く
観
察
し
て
、
言

え
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
確

て
み
ま
せ
ん
か
。

かいみ

め伝2な

（
歴
史
資
料
室
）
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給水原価・供給単価の推移

口松木ｓ価＝ｌｆｌ用‾（苓4？ｉｙｌ？売却啄剛皿供ｆ；Ｈ’師＝言

昭和57年度給水原価の費用構成図

修緋費－
6円65銭
（6．17％）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

宇治市水道事業懇談会

健全経営へ提言



1984年（昭和59年）1月11日発行第653号
りよ宇治市政だ（3）

カ
メ
ラ
ル
ポ

正月の4日。宇治僑通りの茶問崖から

出た宇治茶の初荷。のぽりや旗を立てた

トラックに戚勢よく積み込まれたお茶は、

かぐわしい香りを全国各地へ連んでいき

ました（上）。

宇治のまち

年のはじめ
「ワッショイ、ワッショイ」子どもみ

こしの初あがたは正月5日元気いっぱ

い宇治のまちを練り歩きました（右）。

巨
椋
池
の
歴
史
を
た
ど
る

数
多
く
の
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
小

倉
地
区
。
そ
こ
に
は
か
つ
て
人
び

と
と
四
季
を
共
に
し
た
巨
椋
池
が

あ
り
ま
し
た
。
巨
椋
池
の
干
拓
と

と
も
に
大
き
ぐ
変
容
し
た
そ
の
周

辺
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

私
た
ち
が
住
む
郷
土
、
小
倉
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
・
：
下
表
▼
と
き
・
・
・
い
ず

れ
も
午
後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ

・
：
小
倉
公
民
館
▼
申
し
込
み
…
は

が
き
に
「
郷
土
史
講
座
受
講
希
誤

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
1
月
2
7
日

胞
ま
で
に
小
倉
公
民
館
へ
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
。
（
小
倉
公
民
館
）

子
ど
も
の
本
を

考
え
る
講
座

テ
レ
ビ
、
漫
画
、
雑
誌
が
は
ん

2
月
3
日
か
ら
郷
土
史
講
座

郷土史講座の日程表
Ｊ ｌｊＨ － ア ー マ 』帥

Ｉ ％ｍ占代の巨椋池 城］（！高等学悛教ぷ山川良Ｍさん

2 ？（ｉ≪橘島誠と巨．池
宇乱，ｌ唐史資糾室

片原災戈さん

3 砂洲 伏見蚤峨とＥｆｉ池

4 ‰（泗人和伽遊と巨．池

5 ％（剥ｌｉｔｊ；池ｔＭｌとｔ活の変容城陽鳥等学仁教ぶ屹か次さん

ら
ん
し
て
い
る
現
代
社
会
の
中
で
、

子
μ
も
た
ち
を
取
り
巻
ぐ
文
化
環

境
は
次
第
に
汚
染
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
．
Ｔ
Ｖ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
な
か
で
、
子
ど

も
の
心
を
打
ち
、
心
に
伝
え
た
い

本
に
は
と
の
よ
ラ
な
も
の
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
ど
の
ぷ
つ
に
読
み

き
か
せ
か
す
れ
ぱ
い
い
の
か
を
、

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
は
、
自
ら
の
子
育
て
の
中
で
子

ど
も
の
本
を
考
え
、
実
践
し
て
き

た
お
母
さ
ん
た
ち
で
す
。

▼
日
程
・
：
下
表
▼
と
き
・
：
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ

・
：
小
倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
・
市
民
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
申
し
込
み
…
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
1
月
い
1
1
1
1
一
日

團
か
ら
2
0
日
宙
ま
で
に
小
倉
公
民

館
へ
▼
保
育
・
・
・
2
歳
以
上
の
幼
児

・ － ｗ ｗ － － － － － － － ｉ ｉ ｒ

●

公民館のお知らせ

子どもの本を考える講座日程表
Ｊ 川日 マーマ 講師ｌｆ七？

1 ’ＡＭｒ・どもに延せたい絵奉
’ｉ：，乱卜公民ｌｔ’茫ｔｔ学サーク心会員

内川世起ｆ－Ｓん・植川打きん

2 ％（ねｆどもに仁えたいｔＳ謡同Ｉ．土ｌｉｌ．＊：ｒさん・児ｌｉ悦子？ん

3 沁ね ｆどもに読ませたい幼乍教話同1；中ｔｔ朱実さＸ，・輿石刀一子さん

4 沁ね 推薦図占とは…
吋Ｉ．

Ａ沙＞ｔｒさん・ｎ－ｉ，弘ｆ・さん

5 ％附
ｒどもがλみたい本親が；克ませたい恥児●之？研ｓ者ｉ児・文学サー匹虞！（）

菅野なＶ？ん

2
0
人
を
保
育
。
希
望
者
は
幼
児
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
を
申
し

込
み
時
に
併
せ
て
記
入
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
お
や
つ
代
二
百
五
十
円
が

い
り
康
す
。
（
小
倉
公
民
館
）

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（Ｓ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

名
作
映
画
鑑
賞
会

名
作
映
画
を
と
お
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
文
化
に
接
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
上
映
作
品
・
・
・
「
二
十
四
の
瞳
」

木
下
恵
介
監
督
、
2
時
間
3
2
分
▼

日
程
…
左
表
。
（
各
公
民
館
）

名作映画鑑賞会の日程表

月日 時間 会場

堀

田

午後2時

～4時半
小ｉｔｉ＞民館

柘
田

乍ｉｔ6時半－
9時

宇ｉｒ－ｉ市公民館

柘
（ＩＩ）

￥前Ｋ時
～午後零時半

木幡公民館

第
1
1
回

子
ど
も
映
画
会

楽
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
…
1
月
1
4
日
出
、
午
後

2
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
▼
上
映
作
品
…
「
エ
ジ
ソ

ン
」
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｈ
分
、
「
星

の
王
子
さ
ま
」
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

3
0
分
、
「
母
さ
ん
は
歌
っ
た
よ
」
児

童
劇
映
画
4
8
分
。

な
お
、
幼
児
に
は
保
護
者
が
必

ず
同
伴
を
。
（
小
倉
公
民
館
）

第
5
回
市
立
幼
稚
園

子
ど
も
展

子
ど
Ｕ
た
ち
が
楽
し
い
園
生
活

の
な
か
で
、
素
直
で
生
き
生
き
と

し
た
作
品
夕
任
上
げ
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
見
に
来
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
月
2
8
日
出
、
2
9
日

間
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
▼
と

こ
ろ
・
：
市
民
会
館
▼
内
容
・
：
作
品

展
示
、
園
生
活
の
紹
介
。

（
学
校
教
育
課
）

第
1
3
回

市
民
か
る
た
大
会

▼
と
き
・
：
1
月
2
2
日
㈲
、
午
前

1
0
時
、
受
け
付
け
は
午
前
9
時
半
。

▼
と
こ
ろ
…
広
野
公
民
分
館
（
広

野
町
酉
災
九
四
の
Ｉ
）
▼
ク
ラ
ス

・
：
Ａ
級
（
経
験
者
）
Ｂ
紋
（
初
心

者
）
Ｃ
級
（
小
学
校
低
学
年
）
▼

参
加
料
・
：
小
・
中
学
生
三
百
円
、

高
校
生
以
上
五
百
円
。

級
位
認
定
、
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

（
市
民
体
育
課
）
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小島スミ子さｎ（53）柴田アキ子さん（54）

玉
露
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
白
川

に
あ
る
白
山
牛
居
改
善
グ
ル
ー
プ
。
ａ

家
の
主
婦
を
中
心
に
、
農
村
の
生
活
改

善
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
土
八
年
に
発

足
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
現
在
、
八

人
の
会
員
が
地
元
野
菜
の
料
理
法
や
保

存
法
、
信
昭
加
物
な
ど
の
学
習
を
し

ふだん着の文化を後世に

な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
ま

た
、
世
代
が
交
代
し
て
い
く

中
で
数
年
前
か
ら
、
数
多
く

あ
る
伝
統
行
事
の
保
存
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
「
白

川
歳
時
記
」
と
称
し
た
小
冊

子
と
し
て
発
刊
。
そ
の
主
婦

の
パ
ワ
ー
に
ひ
か
れ
て
、
山

あ
い
の
里
に
小
島
ス
ミ
子
さ

ん
と
柴
田
ア
キ
子
さ
ん
か
訪

ね
た
。
二
人
は
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
発
足
当
時
か
ら

地
道
な
生
活
改
善
の
活
動
に

情
熱
を
注
い
で
是
人
た
ち
で
あ
る
。

あ
い
さ
つ
も
そ
こ
そ
こ
に
、
数
十
枚

の
原
稿
用
紙
が
ド
ン
と
目
の
前
に
。

「
こ
れ
が
白
川
歳
時
記
の
原
稿
で
す
。

小
さ
な
冊
子
で
す
が
、
仕
上
げ
る
ま
で

に
は
皆
で
何
度
も
作
り
直
し
ま
し
て
ね

え
」
と
原
稿
を
い
と
お
し
な
ふ
つ
に
小

島
さ
ん
。
柴
田
さ
ん
は
、
「
村
中
の
お

年
寄
り
を
回
っ
て
お
話
を
聞
く
中
で
、

ぷ
っ
や
く
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
」
と
し
み
じ
み
語
る
。

「
農
作
業
や
家
事
の
合
い
間
の
作
業

な
の
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
の
理

解
と
応
援
で
ぷ
つ
や
く
こ
こ
ま
で
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
確

か
な
足
跡
を
残
し
て
い
き
た
い
」
・
と
二

人
は
口
今
夕
？
八
る
。
こ
の
白
山
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
絶
え
る
こ
と
の
な
い

情
熱
は
、
地
域
の
暮
β
し
の
中
で
も
確

か
な
根
を
は
ぐ
ぐ
ん
で
き
て
い
る
。

（
こ
じ
ま
す
み
こ
さ
ん
・
し
ば
た
あ
き

こ
さ
ん
、
共
に
白
川
在
住
）

主婦の手で歳時記を発

刊した白山生活改善グ
ループ会員（主婦）－

ト
白
山
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
柴
田
さ
ん
（
右
）
と
小
島
さ
ん

春
の
市
営
結
婚
式

挙
式
希
望
者
を
募
集

市
で
は
、
市
民
生
活
の
改
善
の

一
つ
に
と
簡
素
な
中
に
も
厳
粛
な

｀
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

市
営
結
婚
式
を
、
昭
和
三
十
年
十

二
月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

1
1
1
1
1
1
－
―
－
Ｉ
Ｗ

一
｀Ｓ

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
｀

挙
式
が
で
き
る
時
期
は
、
春
と

秋
の
季
節
制
で
す
。

今
春
の
挙
式
可
能
な
日
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
希
望
ず
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

▼
挙
式
可
能
日
・
；
2
月
1
Ｃ
Ｍ
日
、

1
8
日
、
2
4
日
、
3
月
4
日
、
6
日
、

1
1
‥
日
、
1
2
日
、
1
7
日
、
1
8
日
、
2
0

日
。
3
0
日
。
挙
式
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
1
0
時
と
午
後
1
時
の
2
回

▼
予
約
一
申
し
込
み
・
：
1
月
3
1
日

ま
で
に
市
民
会
館
（
♀
治
里
尻
七

一
の
九
、
Ｓ
⑩
2
8
0
4
）
に
予

約
を
し
、
挙
式
の
1
5
日
前
ま
で
に

手
数
料
二
千
円
を
添
え
て
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

挙
式
内
容
、
予
約
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
市
民
会
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
民
会
館
）

お願い

毎月、お子さんの写真を掲

載していますが、先月は応募

がありませんでした。

58年1月生まれのお子さん

を募集しています。広報課ま

でご連絡ください。

宇
治
に
生
き

る 初荷

初あがた
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わ
ず
か
な
会
費
で
、
居
住
建
物

の
火
災
の
際
に
見
舞
金
が
受
け
ら

れ
る
ま
吊
火
災
共
済
は
、
十
二

月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
今
か
ら
で
も
加
入
し
て
い
た

だ
け
ま
ず
。
申
し
込
み
手
替
名

簡
単
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
入
ぐ

だ
さ
い
。

▼
特
色

①
交
通
災
害
共
済
と
同
様
、
市

民
の
助
け
合
い
に
よ
る
共
済
制
度

。
学
校
へ
行
き
た
い
。
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ご
コ

し
て
も
行
け
な
い
。
行
き
た
ぐ

な
い
”
―
こ
の
矛
盾
し
た
心
理

的
か
っ
と
う
が
克
服
馨
子
。

学
校
に
行
け
な
い
子
μ
石
の
状

態
＊
Ｊ
1
般
に
「
登
校
拒
否
」
と

呼
ん
で
い
ま
ｙ
。

こ
の
登
校
拒
否
も
、
家
庭
内

暴
力
と
同
様
に
最
近
の
わ
が
国

で
の
病
理
的
現
象
の
特
徴
で
あ

り
、
非
社
会
的
な
問
題
と
し
て

そ
の
治
療
や
予
防
に
賑
石
に
取

的
組
ひ
必
要
が
あ
皇
子
。

「
こ
こ
ろ
」
の
電
話
に
は
、

小
学
校
二
年
女
子
の
ほ
親
か
ら
、

「
五
月
ご
み
か
ら
急
に
集
団
登
。

校
を
い
や
が
り
、
泣
き
な
が
ら

の
登
校
状
態
が
毎
呈
亡
だ
。

教
室
へ
入
っ
て
1
承
乙
矢
丈

夫
な
ん
で
す
か
、

朝
に
な
る
と
駄

目
な
ん
で
す
。

最
近
は
休
み
が

で
あ
る
た
め
、
他
の
火
災
保
険
や

共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、

見
舞
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

②
火
災
に
遭
っ
た
場
合
、
直

ち
に
仮
住
ま
い
や
新
し
い
入
居
先

を
探
し
た
り
、
牛
活
必
唇
緊
ぬ

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
見
舞
金

は
申
請
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
給

付
さ
れ
未
了
。

③
市
内
に
居
住
し
、
住
民
（
外

国
人
）
登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主

明るい家庭は安心から

間
か
ら
の
無
視
と
い
じ
の
が
続

き
、
一
年
生
の
終
わ
昨
か
ら
登

校
か
拒
否
。
も
う
半
年
に
な
り

未
了
。
先
生
方
も
手
タ
尽
ぐ
し

て
ぐ
だ
さ
る
の
で
す
が
、
効
果

は
な
く
、
最
近
で
は
私
に
暴
力

を
振
る
い
ま
ず
。
親
と
し
て
は
、

仲
間
の
い
じ
め
さ
え
な
か
っ
た

ら
と
・
：
」
Ｉ
そ
し
て
最
後
に
、

で
あ
れ
ば
、
持
家
や
借
家
に
関
係

な
く
加
入
で
金
原
ｙ
。

▼
申
込
場
所
・
手
続
き

市
内
の
郵
便
局
夕
際
く
金
融
機

関
婁
陛
市
役
所
交
通
労
政
課
へ
。

申
込
用
紙
に
住
所
・
世
帯
主
氏
名

な
ど
を
記
入
す
れ
ば
、
そ
の
場
で

会
員
証
が
交
付
さ
に
れ
ホ
ヂ
。
印
鑑

は
不
要
で
す
。

▼
会
費

共
済
期
間
は
十
二
月
一
日
か
ら

翌
年
の
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
一

年
間
。
必
一
費
は
一
口
（
五
百
円
）

か
ら
ニ
ロ
（
千
円
）
ま
で
。
十
二

月
一
日
以
降
に
申
し
込
み
を
さ
れ

る
人
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
翌

日
か
ら
翌
年
の
十
一
月
三
十
日
ま

で
有
効
で
す
。
必
］
費
も
日
割
り
計

算
奮
こ
い
、
例
え
ば
、
一
月
十
七
日

に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
世
帯
主
は

一
口
の
提
は
四
百
三
十
四
円
に
、

ニ
ロ
の
場
合
は
八
百
六
十
八
円
に

な
り
ま
す
。

そ
の
他
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
交
通
労
政
課
へ
お
問
営
お

せ
く
だ
さ
い
（
－
無
7
1
4
1
）

（
交
通
労
政
課
）

幼
児
期
か
ら
の

過
保
護
と
密
着
が
主
因

ち
で
、
こ
こ
一
適
間
は
登
校
し

て
い
ま
せ
ん
。
先
生
と
は
相
談

し
て
い
車
ふ
、
じ
っ
と
し
て

お
れ
な
い
気
持
ち
で
す
」
よ

の
相
談
は
、
母
親
が
末
っ
子
の

女
児
を
過
保
護
で
育
て
、
そ
の

結
果
、
子
丿
も
の
成
長
を
阻
害

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

中
学
校
二
年
男
子
の
ほ
親
か

ら
は
、
「
中
学
校
に
入
り
、
仲

「
皐
〈
が
お
と
な
し
ぐ
て
権
威

が
な
い
の
で
す
」
―
と
付
け
加

え
ま
し
た
。

禁
括
杏
は
、
主
と
し
て
親

子
関
係
の
あ
り
方
と
本
人
の
性

格
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
ま
ず
。

幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

拒
否
症
状
は
、
圧
倒
的
に
親
の

過
保
護
と
密
着
が
原
因
で
あ
り

前
者
の
相
談
が
こ
れ
に
該
当
し

ま
ず
。
さ
ら
に
中
・
高
校
生
で

は
、
こ
の
親
子
の
関
係
久
お

せ
、
特
に
父
性
の
欠
落
と
本
人

の
幼
児
期
か
ら
の
性
格
形
成
が

主
因
で
あ
り
、
後
者
の
相
談
に

あ
る
、
仲
間
か
ら
の
無
視
や
い

じ
め
は
、
単
な
る
副
因
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
い

じ
の
、
い
や
が
ら
せ
が
、
昨
今

は
登
校
拒
否
の
主
因
公
が
成
し

て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
こ

お
知
ら
せ

第
2
0
2
回
市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
―
月
1
5
日
冊
、
午
前
8
時
半
（
雨
天
の
場
合
は
1
月
2
2
日
㈲
に
順
延
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
民
会
館
前
に
集
合
▼
出
発
・
：
午
前
9
時
▼
コ
ー
ス
・
・
・
宇
治
市
民
会
館
前
4
家
川
Ｉ
喜
撰
山
ダ
ム
～
立
木
観
音
（
同
地
で
解
散
）
の
全
行
程
ｔ
－
＊
メ
ー
ト
ル
▼
交
通
費
・
：
各
自
負
司
吊
民
体
育
課
）

京
都
府
交
通
遺
児
奨
学
金

京
都
府
交
通
遺
児
奨
学
金
の
申
請
夕
受
け
付
け
て
い
毒
了
。
▼
交
付
対
象
者
・
・
・
今
回
は
、
交
通
事
故
で
親
な
ど
を
失
っ
た
乳
幼
児
（
就
学
前
）
の
み
▼
支
給
額
…
年
額
六
千
円
▼
申
請
用
紙
・
・
・
交
通
労
政
課
に
あ
り
未
了
▼
申
請
期
限
・
：
1
月
1
7
日
脚
ま
で
▼
申
請
先
・
：

の
い
じ
の
行
為

が
、
拒
否
化
を

誘
発
し
て
い
る

こ
と
は
、
新
し
い
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
い
未
了
。

親
の
心
す
べ
き
こ
と

親
の
で
き
愛
や
過
剰
期
待
は
、

そ
＼
Ｗ
ｉ
が
発
育
す
る
過
程
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
本
来
遂
げ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
成
長
を

阻
害
し
示
ｙ
。
そ
の
た
め
、
子

戸
も
は
も
ｙ
三
度
、
過
去
に
戻

っ
て
そ
の
段
階
を
一
歩
ず
つ
自

｀
ｙ
・
Ｊ
一

ｄり⑤
力
で
は
い
登
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
子
芦
も

の
自
我
や
社
会
性
、
そ
し
て
人

間
関
係
に
お
け
る
調
整
能
力
を

豊
か
に
育
て
あ
ぽ
る
の
も
親
で

あ
れ
ば
、
逆
に
そ
れ
を
放
置
し

破
壊
に
導
ぐ
の
も
、
ほ
か
な
ら

ぬ
親
な
の
で
す
。

青
少
年
の
悩
み
は
、
宇
治
「
こ

こ
ろ
」
の
電
話
（
⑩
0
8
0
0
）

へ
。
（
青
少
年
対
策
室
）

交
感
涯
課
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
交
通

労
政
課
ま
で
。

（
交
通
労
政
課
）

農
業
委
員
選
挙
人

名
簿
の
登
載
申
請

今
年
は
、
農
業
委
員
の
改
選
の

年
で
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
農

業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
調
整
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
一
月

一
日
現
猛
轟
塞
人
名
簿
に
登
載

で
き
る
人
を
調
査
し
示
ｙ
。

登
載
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、

一
月
十
日
で
し
た
が
、
ま
だ
禾
提

出
の
人
は
、
至
急
に
最
寄
り
の
農

協
各
支
店
か
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
提
出
し
で
7
、
だ
さ
い
。

（
農
業
委
員
会
）

公
共
下
水
道

事
業
の
縦
覧

都
市
計
画
法
第
六
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
京
都
府
木
津

川
流
域
関
連
宇
治
市
公
共
下
水
道

の
事
業
認
可
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

同
法
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
関
係
図
書
を
下
水
道
課
で
縦
覧

1
笙
す
。

▼
事
業
地
・
・
・
横
島
町
南
落
合
・

一
の
坪
・
東
鴫
沢
・
東
鴨
巣
・
小

倉
町
新
田
島
・
春
日
森
・
蓮
池
・

寒
い
冬
か
健
康
で
過
京
走

め
に
次
の
こ
と
聚
心
が
け
ま
し

○
規
則
正
し
い
牛
活
・
・
・
過
労
を

避
け
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

清
潔
に
。
暖
房
中
は
換
気
、

湿
度
に
気
を
つ
け
る
。
血
圧

の
高
い
人
は
急
に
寒
い
所
へ

出
な
い
。

○
風
邪
を
ひ
い
た
ら
阜
め
に
安

過
労
を
避
け
、
十
分
な

睡
眠
・
栄
養
・
運
動
を

冬の
健康

○
体
力
づ
く
り
・
・
・
栄
養
的
に
バ

　
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、

　
運
動
か
目
常
生
活
に
と
り
入

　
れ
る
。

○
体
の
保
温
・
・
・
衣
服
、
寝
具
を

静
・
・
・
栄
養
価
が
高
く
、
消
化

の
よ
い
も
の
牽
食
べ
る
。
た

ば
こ
は
控
え
る
。
症
状
の
き

つ
い
場
合
は
、
医
師
に
か
か

る
こ
と
。
（
保
健
予
防
課
）

堀
池
・
西
浦
、
伊
勢
田
町
遊
田
・
砂
田
・
毛
語
・
浮
面
・
中
ノ
田
・
名
木
一
丁
目
～
三
丁
目
・
蔭
田
・
中
ノ
荒
・
新
中
ノ
荒
、
広
野
町
戌
田
・
新
成
田
・
岩
ケ
鼻
・
風
呂
垣
外
・
西
裏
、
大
久
保
町
西
ノ
端
・
田
原
・
旦
椋
・
平
盛
・
井
尻
・
成
手
・
北
ノ
山
、
久
御
山
町
大
字
佐
古
小
字
清
水
お
よ
び
ｔ
〈
字
林
小
字
八
幡
講
地
内
。
（
下
水
道
課
）

す
ぷ
り
ん
ぐ
か
ー
に
ぱ
る
'
8

4
歌
と
写
真
を
募
集

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
で
は
、
宇
治
市
障
害
者
福
祉
都
市
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も
福
祉
の
輪
を
一
層
広
げ
て
い
く
こ
と
公
日
的
に
、
「
す
ぷ
り
ん
ぐ
か
～
に
ば
る
ｋ
」
蔵
三
月
十
八
日

問
に
総
合
福
祉
会
館
で
開
浙
垂
す
。

そ
こ
で
、
当
日
に
催
さ
れ
る
コ

ン
サ
ー
ト
と
写
真
展
に
使
用
ず
る

歌
と
写
真
翼
瓦
Ｉ
柔
ｙ
。

▼
作
品
の
内
容
・
・
・
障
害
児
の
遊

ぶ
姿
や
障
害
者
の
働
く
姿
な
ぺ

障
害
児
・
者
の
生
き
る
姿
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
未
発
表
の
も
の
。

歌
は
、
詩
吏
ぼ
曲
だ
け
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
写
真
は
、
四
つ
切
り

以
上
の
大
き
さ
で
カ
ラ
ー
、
モ
ノ

ク
ロ
を
問
い
ま
せ
ん
▼
締
め
切
り

…
2
月
1
5
0
ま
で
▼
5
募
先
・
問

い
合
わ
せ
・
：
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
″
ア

バ
ン
ク
（
｀
Ｍ
Ｔ
6
5
4
）
へ
。

な
お
、
作
品
か
採
用
さ
れ
た
人

に
は
記
念
品
欠
胃
僣
Ｘ
チ
。

（
社
否
福
祉
協
議
会
・
宇
治
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
）

－
＾
ｍ
ａ
＊
―
＾
＞
－
■
＜
―
＜
＾

急
い
で
く
だ
さ
い

償
却
資
産
の
申
告

1
月
3
1
日
ま
で

毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工

場
・
事
業
所
・
商
店
な
ど
）
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
所
定

の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
ず
。
償
却
資
産
と
は
、

土
地
・
家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定

資
産
の
う
ち
、
事
業
に
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
そ
の
減
価
償
却

額
（
費
）
が
法
人
ま
た
は
所
得
税

法
の
う
ぇ
か
錨
一
金
や
必
要
経
費

に
算
入
さ
れ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
次
の
よ
シ
な
も
の
が

償
却
資
産
と
な
り
卓
ｙ
。

◇

▽
構
築
物
・
：
舗
装
路
面
、
門
、
ネ

オ
ン
塔
、
土
木
設
備
な
ど
。

▽
機
械
や
装
學
：
各
種
機
械
、
生

産
事
業
冷
暖
房
用
の
付
属
機
械

な
ぺ

▽
工
具
や
器
具
、
呑
Ｔ
計
算
機
、

机
、
い
す
。
ロ
″
カ
ー
、
放
送

設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
陳
列
ケ

ー
ー
ス
、
金
庫
、
ネ
オ
ン
、
看
板

な
ど
。

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、
一
月

三
十
一
日
ま
で
に
償
却
資
産
甲
告

書
と
種
類
別
明
細
書
を
資
産
税
課

へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
方
法
や
償
却
資
産

の
対
象
と
な
る
範
囲
な
芦
お
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
資

産
税
課
ま
で
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

（
資
産
税
課
）

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
前
回
は
立
で
替
え
払
い
契
約

？
ど
み
蛮
励
Ｕ
ま
し
た
が
、

今
回
は
そ
れ
か
莉
用
し
た
訪
問

販
売
や
特
設
心
】
場
で
の
販
売
な

ど
、
よ
丘
古
情
や
相
談
が
持
ち

込
奔
れ
る
薬
ま
が
い
の
健
康
食

品
に
つ
い
で
考
え
て
み
ま
し
よ

　
　
　
　
◇

　
健
康
食
品
が
ブ
ー
ム
か
呼
ん

で
い
李
ふ
、
そ
の
一
方
で
訪

問
販
売
な
ど
に
よ
る
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル
や
、
効
果
と
は
逆
に
身

体
へ
の
危
害
が
発
生
す
る
例
な

温
刄
断
ち
ま
せ
ん
。

　
商
品
に
よ
る
人
体
へ
の
事
故

牽
示
と
め
た
国
民
m
セ
ン
タ

ー
の
盛
十
七
年
度
危
害
情
報

で
は
な
ぐ
単
な
る
食
品
に
分
類

さ
れ
未
了
。
「
食
品
な
の
で
、

い
く
ら
飲
ん
で
も
大
丈
き
と

説
明
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
で
も
、
特
殊
な
も
の
輦
ハ

量
に
摂
取
す
る
こ
と
が
身
体
に

ょ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

身
体
に
変
化
が
生
じ
る
と
、
そ

れ
は
何
で
も
好
転
反
応
で
あ
る

か
の
ぶ
つ
に
説
明
す
る
セ
ー
ル

ス
ト
ー
ー
ク
（
販
売
話
術
）
も
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
口
上
に
昴
幻

さ
れ
る
と
危
険
で
す
。

　
薬
で
な
く

　
過
信
は
禁
物

　
「
高
血
圧
に
効
く
」
「
糖
尿

病
に
効
く
」
な
べ
薬
と
し
て

報
告
尹
で
は

発
牛
頭
度
の
最

も
多
か
っ
た
の

が
化
粧
品
で
、

つ
い
で
医
療
品
。

園
芸
植
物
、
健

康
食
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
健

康
食
品
で
の
危

害
内
容
は
、
ヽ
湿

シ
ン
、
吹
き
出

物
な
ど
の
皮
膚

障
害
や
下
痢
な

ど
の
中
毒
症
状

が
主
な
も
の
で

す
。
ま
た
、
ク

ロ
レ
ラ
の
中
に

多
量
に
含
次
れ

健康食品で中毒も

バランスある食生活を

れ
て
い
る
フ
ェ
オ
ホ
ル
バ
イ
ド

と
い
ラ
物
質
は
、
皮
膚
障
害
の

原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
食
品

衛
生
法
に
荷
つ
く
規
制
を
営
け

て
い
ま
す
。

話
術
に
惑
わ
さ

れ
な
い
こ
と

健
康
食
品
の
多
く
は
錠
剤
や

液
体
な
べ
薬
の
よ
う
な
形
態

で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
薬
品

の
効
用
か
述
べ

る
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
多
く
い
ま

す
。
し
か
し
、

こ
れ
は
薬
事
法

と
り
ぶ
縁
ｐ

｀
笛
百
れ
で
い

る
の
で
す
。

ま
た
、
健
康

食
品
さ
え
使
用

し
て
い
れ
ば
健

康
が
保
で
る
か

の
よ
ラ
な
印
象

を
与
λ
る
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
も

盛
ん
で
す
。
特

に
病
気
が
ち
の

人
が
健
康
食
品

を
逼
信
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

る
と
、
正
し
い
医
療
を
受
け
る

雙
笞
失
っ
て
し
ま
い
、
病
気

登
思
化
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り

未
了
。

健
康
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
牛
居
と
適
度
の
運
動
が

大
切
で
す
。
健
康
食
品
は
薬
で

は
な
く
、
補
助
的
な
食
品
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

（
商
工
観
光
課
）

280

加入は随時受け付け

登校拒否

安心の火災

共済

心
の
8
0
0
番

宇
治
「
こ
こ
ろ
」
の
電
話

か
ら
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